
調査結果
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1.調査対象者の属性

＜年代＞

＜地区＞

性別

第3章 調査結果

44.0 

29.5 

37.8 

33.9 

42.9 

43.8 

49.6 

48.8 

43.5 

42.2 

45.7 

38.9 

45.4 

56.0 

70.5 

62.2 

66.1 

57.1 

56.2 

50.4 

51.2 

100.0 

56.5 

57.8 

54.3 

61.1 

54.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

10代 (n=42)

20代 (n=182)

30代 (n=223)

40代 (n=352)

50代 (n=357)

60代 (n=415)

70歳以上 (n=449)

無回答 (n=1)

北部地区 (n=178)

中部地区 (n=713)

南部地区 (n=978)

宮古地区 (n=75)

八重山地区 (n=77)

男性 女性 無回答
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

1.調査対象者の属性

＜性別＞

＜地区＞

年代

2.1 

1.4 

2.6 

4.8 

1.9 

2.1 

9.0 

7.7 

10.0 

8.7 

8.4 

9.5 

9.7 

8.7 

11

8.5

13

11.6

10

12

12.5

5

17.4 

17.0 

17.7 

17.8 

17.5 

17.5 

11.1 

20.5 

17.7

17.6

17.7

17.9

18.1

17

15.3

23.6

20.5 

23.1 

18.5 

15.8 

19.2 

21.1 

34.7 

22.4 

22.2 

24.6 

20.3 

23.5 

24.7 

20.8 

16.7 

19.9 

0.1

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

男性 (n=889)

女性 (n=1132)

北部地区 (n=178)

中部地区 (n=713)

南部地区 (n=978)

宮古地区 (n=75)

八重山地区 (n=77)

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答
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＜性別＞

＜年代＞

居住地区

8.8

8.7

8.9

20.1

8.5

9.2

9

8.9

6.8

9.3

35.3

33.8

36.4

31.6

32.9

32.1

35.5

36.1

33.1

39.2

100

48.4 

50.3 

46.9 

48.3 

51.0 

52.7 

48.6 

46.7 

49.8 

45.3 

0.0 

3.7 

3.3 

4.0 

4.0 

4.2 

2.4 

3.2 

6.3 

2.8 

0.0 

3.8 

3.9 

3.7 

3.7 

1.7 

4.5 

5.1 

4.2 

3.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

男性 (n=889)

女性 (n=1132)

10代 (n=42)

20代 (n=182)

30代 (n=223)

40代 (n=352)

50代 (n=357)

60代 (n=415)

70歳以上 (n=449)

無回答 (n=1)

北部地区 中部地区 南部地区 宮古地区 八重山地区

1.調査対象者の属性
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

子どもの有無

＜性別＞

＜年代＞

＜地区＞

1.調査対象者の属性

70.7 

69.6 

71.5 

9.2 

14.1 

56.0 

73.0 

77.7 

83.8 

87.3 

63.7 

72.4 

70.5 

68.1 

75.1 

28.9 

30.2 

27.9 

86.4 

85.9 

44.0 

26.6 

22.0 

16.0 

12.0 

100.0 

35.7 

27.2 

29.0 

31.9 

24.9 

0.4 

0.2 

0.6 

4.4 

0.5 

0.3 

0.2 

0.6 

0.6 

0.4 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

男性 (n=889)

女性 (n=1132)

10代 (n=42)

20代 (n=182)

30代 (n=223)

40代 (n=352)

50代 (n=357)

60代 (n=415)

70歳以上 (n=449)

無回答 (n=1)

北部地区 (n=178)

中部地区 (n=713)

南部地区 (n=978)

宮古地区 (n=75)

八重山地区 (n=77)

子どもがいる 子どもはいない 無回答
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

＜性別＞

＜年代＞

＜地区＞

出生地

1.調査対象者の属性

89.5 

89.4 

89.6 

85.7 

92.9 

87.2 

88.1 

89.5 

92.7 

87.9 

100.0 

86.2 

91.6 

89.9 

80.6 

82.5 

10.1 

10.2 

10.1 

9.7 

6.6 

12.8 

11.6 

10.5 

7.1 

11.7 

13.8 

8.2 

9.6 

19.4 

17.5 

0.3 

0.3 

0.3 

4.6 

0.5 

0.2 

0.2 

0.4 

0.2 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

男性 (n=889)

女性 (n=1132)

10代 (n=42)

20代 (n=182)

30代 (n=223)

40代 (n=352)

50代 (n=357)

60代 (n=415)

70歳以上 (n=449)

無回答 (n=1)

北部地区 (n=178)

中部地区 (n=713)

南部地区 (n=978)

宮古地区 (n=75)

八重山地区 (n=77)

沖縄県内 沖縄県外 無回答
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」に対する親しみ（過去調査比較）

2.「しまくとぅば」に対する親しみ

「しまくとぅば」に対する親しみでは、「親しみを持っている」との回答が50.8％。「どちらかといえば
親しみを持っている」の回答を加えると、84.8％となっている。
過去調査との比較では、「親しみを持っている」との回答が、平成30年度が41.2％、令和元

年度が38.1％と大きく向上している。
性別では、 「親しみを持っている」の回答が男性54.3％、女性48.0％。 「どちらかといえば親

しみを持っている」の回答を加えると、男性85.9％、女性83.9％であまり差は見られない。
年代別では、 「親しみを持っている」、 「どちらかといえば親しみを持っている」の合算値で見ると、

10代の58.4％から年代が上がるにつれ回答率が上昇し、最も肯定回答が多い60代では
93.3％であった。
地区別では、「親しみを持っている」、「どちらかといえば親しみを持っている」と回答した割合が

最も高かったのが八重山地区(合計88.8％)であった。

41.2

38.1

50.8 

37.9

38.4

34.0 

9.6 

12.0 

7.0 

4.3

5.2

3.7 

7.0 

6.0 

3.6 

0

0.3

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度 全体

（n=2552）

令和元年度 全体

（n=2551）

令和2年度 全体

（n=2021）

親しみを持っている どちらかといえば親しみを持っている

どちらかといえば親しみを持っていない 親しみを持っていない

わからない 無回答

‐25-



令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」に対する親しみ

＜性別＞

＜年代＞

＜地区＞

50.8 

54.3 

48.0 

19.1 

27.6 

27.2 

40.2 

52.3 

63.0 

70.8 

51.6 

53.9 

48.9 

51.4 

43.4 

34.0 

31.6 

35.9 

39.3 

39.8 

47.9 

44.6 

33.0 

30.3 

20.2 

100.0 

31.4 

33.0 

34.9 

27.8 

45.4 

7.0 

5.5 

8.2 

21.4 

17.5 

12.3 

8.4 

5.1 

3.0 

2.9 

9.9 

6.7 

7.4 

2.8 

2.5 

3.7 

3.7 

3.6 

6.6 

8.4 

7.7 

2.9 

3.5 

1.3 

2.5 

2.3 

3.1 

4.1 

6.9 

3.8 

3.6 

4.3 

3.0 

11.6 

6.3 

4.9 

3.7 

5.3 

1.7 

1.3 

4.2 

2.4 

3.8 

8.3 

5.0 

0.9 

0.6 

1.2 

2.0 

0.5 

0.0 

0.2 

0.8 

0.7 

2.3 

0.5 

0.9 

0.9 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

男性 (n=889)

女性 (n=1132)

10代 (n=42)

20代 (n=182)

30代 (n=223)

40代 (n=352)

50代 (n=357)

60代 (n=415)

70歳以上 (n=449)

無回答 (n=1)

北部地区 (n=178)

中部地区 (n=713)

南部地区 (n=978)

宮古地区 (n=75)

八重山地区 (n=77)

親しみを持っている どちらかといえば親しみを持っている

どちらかといえば親しみを持っていない 親しみを持っていない

わからない 無回答
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」に対するイメージ

Ａ Ｂ

硬い

暗い

乱暴

恥ずかしい

繊細

うっとうしい

かっこ悪い

面白くない

身近に感じない

理論的

都会的

不明瞭

3.「しまくとぅば」に対するイメージ

やわらかい

明るい

丁寧

誇らしい

豪快

さわやか

かっこいい

面白い

身近に感じる

感情的

田舎っぽい

明瞭

「しまくとぅば」に対するイメージを確認するため、12のイメージについて、二つの相反するAとBの
表現を提示し、どちらに近いかを尋ねた。（基本的にAを肯定的な表現、Bを否定的な表現とし
ている。）肯定的な回答が多いのは、「面白い」73.9％、「明るい」70.0％、「身近に感じる」
69.6％などであった。反対に肯定的な意見が少ないのは、「明瞭」30.4％、「丁寧」33.6％、
「さわやか」38.5％である。

25.0 

28.7 

12.8 

42.1 

19.9 

12.9 

18.9 

37.7 

38.0 

21.7 

18.9 

12.6 

36.4 

41.3 

20.8 

26.0 

30.4 

25.6 

25.3 

36.2 

31.6 

35.0 

28.9 

17.8 

28.1

24.9

42.3

26.5

39.7

53.3

47.6

20.8

17.2

37.4

45.5

47.4

8.6

4.3

19.6

3.8

8.4

6.9

6.2

3.8

9.4

4.6

5.1

16.9

1.8

0.7

4.4

1.7

1.5

1.3

2.1

1.4

3.7

1.3

1.6

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常にＡに近い ややＡに近い どちらでもない ややＢに近い 非常にＢに近い
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」に対する理解度（過去調査比較）

4.「しまくとぅば」に対する理解度

「しまくとぅば」に対する理解度では、「よくわかる」が19.1％、「ある程度わかる」が51.1％となり、
合算すると70.2％となった。
過去3回の調査と比較すると、「よくわかる」の回答は最も高い割合となり、「ある程度わかる」ま

でを合わせた合算値では、平成30年度が62.8％、令和元年度が60.9％、今回70.2％で肯
定意見としても増加している。
性別では「よくわかる」、「ある程度わかる」の合算値が男性で77.1％、女性が65.8％で11.3

ポイントの差がある。
年代別では、年代が上がるにしたがって理解度も高くなる。最も低い20代の「よくわかる」、「あ

る程度わかる」の合算値が33.7％に対して、70歳以上では、92.6％で58.9ポイント差と開き
は大きい。
地区別では、「よくわかる」の回答が25.0％で最も高かったのが「宮古地区」であり、「よくわか

る」、「ある程度わかる」で合算値が最も多かったのは「中部地区」（76.4％）であった。

15.5 

18.4 

19.1

47.3 

42.5 

51.1

31.2 

30.1 

22.5

6.0 

7.4 

4.9

0.0 

1.6 

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度 全体

（n=2552）

令和元年度 全体

（n=2551）

令和2年度 全体

（n=2021）

よくわかる ある程度わかる あまりわからない 全くわからない 無回答
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「しまくとぅば」に対する理解度

＜性別＞

＜年代＞

＜地区＞

19.3 

23.7 

15.8 

5.3 

1.7 

1.5 

2.6 

11.3 

28.5 

47.5 

14.5 

23.1 

18.1 

25.0 

3.7 

51.5 

53.4 

50.0 

38.1 

32.0 

36.3 

57.4 

64.9 

60.0 

45.1 

100.0 

55.6 

53.3 

49.3 

41.7 

62.8 

22.6 

17.1 

27.0 

40.3 

48.0 

51.9 

33.0 

19.2 

9.3 

3.1 

23.6 

17.7 

25.6 

23.6 

27.3 

5.0 

4.2 

5.5 

16.3 

15.0 

9.4 

5.6 

3.2 

1.2 

2.0 

3.6 

3.9 

5.6 

9.7 

6.2 

1.6 

1.6 

1.6 

3.1 

0.9 

1.4 

1.4 

1.0 

2.3 

2.7 

2.0 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

男性 (n=889)

女性 (n=1132)

10代 (n=42)

20代 (n=182)

30代 (n=223)

40代 (n=352)

50代 (n=357)

60代 (n=415)

70歳以上 (n=449)

無回答 (n=1)

北部地区 (n=178)

中部地区 (n=713)

南部地区 (n=978)

宮古地区 (n=75)

八重山地区 (n=77)

よくわかる ある程度わかる あまりわからない 全くわからない 無回答
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5.「しまくとぅば」講座や「しまくとぅば」関連イベントの参加状況

県民の「しまくとぅば」講座や「しまくとぅば」関連イベントの参加状況は全体の6.8％が「参加した
ことがある」との回答。「参加したことはない」は9割。
参加経験率は平成30年度調査の、9.4％から微減傾向にあり、今回は新型コロナウイルスの

影響もあり、イベント参加に対する意識も低下していることが考えられる。

「しまくとぅば」講座や「しまくとぅば」関連イベントの参加状況（前回比較）

9.4 

8.2 

6.8

90.6 

91.0 

90.7

0.0 

0.8 

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

(n=2552)

令和元年度

(n=2551)

令和2年度

(n=2021)

参加したことがある 参加したことはない 無回答
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「しまくとぅば」講座や関連イベントの参加状況

＜性別＞

＜年代＞

＜地区＞

6.8 

5.0 

8.2 

8.9 

6.6 

5.8 

6.6 

3.9 

6.8 

9.6 

6.6 

5.9 

6.1 

19.4 

12.5 

91.3 

92.5 

90.4 

91.1 

89.8 

93.4 

91.5 

94.2 

91.7 

88.2 

100.0 

89.8 

92.1 

92.2 

80.6 

87.5 

1.9 

2.5 

1.4 

3.6 

0.8 

1.9 

1.9 

1.4 

2.2 

3.6 

1.9 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

男性 (n=889)

女性 (n=1132)

10代 (n=42)

20代 (n=182)

30代 (n=223)

40代 (n=352)

50代 (n=357)

60代 (n=415)

70歳以上 (n=449)

無回答 (n=1)

北部地区 (n=178)

中部地区 (n=713)

南部地区 (n=978)

宮古地区 (n=75)

八重山地区 (n=77)

参加したことがある 参加したことはない 無回答
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「しまくとぅば」の使用頻度（過去調査比較）

6.「しまくとぅば」の使用頻度

「しまくとぅば」の使用頻度については、「しまくとぅばを主に使う」が3.6％、「しまくとぅばと共通語を
同じくらい使う」が17.7％、「挨拶程度使う」が21.9％で、「しまくとぅば」を使う割合（「主に使
う」、「同じくらい使う」、「挨拶程度使う」の合算）は43.2％であった。
過去調査との比較では、「しまくとぅばを主に使う」が平成30年度は6.1％、令和元年度が

7.6％、今回が3.6％で最も低くなった。
性別では、「挨拶程度使う」以上の回答では、男性が52.3％、女性が35.9％で男性の使

用率が高いのは従来同様である。
年代別では、10代が23.6％、20代が26.9％と年代が上がるにつれ高くなり、70歳以上で

は61.7％となる。
地域別では、「中部地区」が最も高く46.8％。最も低かったのが「南部地区」で40.5％となっ

た。
「使わない」理由を尋ねると、若年層は「わからない」「使う機会がない」「周りに使う人がいな

い」などの日常的に使う機会の少なさが見られる。その結果、「使う必要性もない」と考えいる方
も感じていない。また、しまくとぅばについて「田舎の感じ」「ヤンキーのイメージ」「かっこ悪い」という
ネガティブなイメージも多い。年配層でも「周りに使う相手がいない」などが多く、60代、70代でも
標準語が励行されていたため「うまく話せない」などの回答も多い。

6.1 

7.6 

3.6 

18.7

20.5 

17.7 

25.0 

28.6 

21.9 

35.3

26.0 

37.0 

14.9 

16.9 

18.0 

0.0 

0.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度 全体

（n=2552）

令和元年度 全体

（n=2551）

令和2年度 全体

（n=2021）

「しまくとぅば」を主に使う 「しまくとぅば」と「共通語」を同じくらい使う

挨拶程度使う（ハイサイ等） あまり使わない

まったく使わない 無回答
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＜性別＞

＜年代＞

＜地区＞

「しまくとぅば」の使用頻度
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36.6 

37.5 
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31.1 

18.0 
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13.7 

11.7 
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20.4 

18.1 
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2.1 

2.9 

2.3 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 (n=2021)

男性 (n=889)

女性 (n=1132)

10代 (n=42)

20代 (n=182)

30代 (n=223)

40代 (n=352)

50代 (n=357)

60代 (n=415)

70歳以上 (n=449)

無回答 (n=1)

北部地区 (n=178)

中部地区 (n=713)

南部地区 (n=978)

宮古地区 (n=75)

八重山地区 (n=77)

「しまくとぅば」を主に使う

「しまくとぅば」と「共通語」を同じくらい使う

挨拶程度使う（ハイサイ、ダンディガタンディ、ニファイユー等）

あまり使わない

まったく使わない

無回答
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「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

10代 男性 北中城村 元々あまり知識がないから

10代 男性 浦添市 自分がそもそも喋れないから

10代 男性 西原町 しまくとぅばを理解できる者が周りにおらず、共通語を使用した方がコミュニケーションがとりやすい

10代 女性 今帰仁村 知らないし周りも使ってないから

10代 女性 うるま市 普段しまくとぅばで話すような人が周りに居ないため

10代 女性 与那原町 聞き取ることはできても、話す必要がないから。

10代 女性 本部町 どんな言葉があるのかわからないし、使う機会がない

10代 女性 那覇市 わからないから

10代 女性 那覇市 伝わりはするけど言葉として使えない

10代 女性 与那原町 単語は知っていても共通語と合わせて使うのが難しいから

10代 女性 北中城村 友達に通じないし、自分も流暢に話せないから

20代 男性 沖縄市 喋り慣れてない

20代 男性 那覇市 友人と話す時はたまに使うけど、仕事では使わない

20代 男性 その他 聞けるが使う機会がない

20代 男性 沖縄市 日常会話で使う単語をあまり知らない知っていても相手に通じない

20代 男性 石垣市 方言を分かる人との会話でしか使わない。

20代 男性 那覇市 あまり知らないから

20代 男性 南風原町 使いたい気持ちはあるが、知識がない。

20代 男性 那覇市 家でしか聞いたりしないからです。

20代 男性 那覇市 しまくとぅばを知らないから（会話レベルまで到達していない）

20代 男性 那覇市 しまくとぅばを使う人が周りにいない

20代 男性 南城市 わからないから、簡単な単語のみ使う

20代 男性 沖縄市 標準語の方が世間に通用するから

20代 男性 宮古島市 周りでも使う人がめったにいない

20代 男性 糸満市 日常に使わないから

20代 男性 豊見城市 使う機会があまりないし、わからない。

20代 男性 読谷村 周りが使わないから。使うと冷たい目で見られる

20代 男性 那覇市 家庭などの身の回りの環境でうちなーぐちを使う人があまりいなかったため影響を受けなかった。

20代 男性 うるま市 知らないから使う人が身近にいないから

20代 女性 那覇市 使う相手が居ない、方言は聞けるが話はできない。

20代 女性 西原町 しまくとぅば自体が分からない為

20代 女性 那覇市 語尾だけ方言を使っても、正確なしまくとぅばがわからないから。

20代 女性 宜野湾市 自然と口からは出てこない

20代 女性 浦添市 あまり、しまくとぅばの種類を知らない

20代 女性 西原町 まわりに使う人があまりいない

20代 女性 うるま市 有名どころしか分からないため。

20代 女性 那覇市 沖縄県民だが、「しまくとぅば」をあまり知らないため「使わない」というよりも「使えない」という状態だから。

20代 女性 宜野湾市 仕事中にふさわしくない為

20代 女性 久米島町 なごみがない
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「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

20代 女性 宜野湾市 うちなーむにーはするけど。しまくとぅばは、聞いていても意味がわからない。ある程度は分かるが。みんな使わないから。

20代 女性 浦添市 標準語になれた。ビジネスでは不適切。いなかっぽい。

20代 女性 那覇市 使う必要がないから。

20代 女性 読谷村 母親が県外出身

20代 女性 那覇市 使いたいとは思わないから。使わなくても会話できるから。

20代 女性 那覇市 小さい頃からあまり触れておらずわからないので使えない

20代 女性 宮古島市
方言では若い人は話せないからあまり使わない。おばあちゃんとかは方言で話しして来るけれど聞いても方言では会話が出来ない
からあまり使わないし、聞き取るぐらいしかないかな。

20代 女性 宜野湾市 社会的に、人と敬語で話す時は使わない。日常的に使える程よく知らない。

20代 女性 沖縄市 普段、方言を使う人が周りにいない。祖父母とは別の家で住んでいるため。

20代 女性 与那原町 親も使っていないから

20代 女性 那覇市 高校生までは、あいさつ程度使っていたが、大学（内地）から使っていない。

20代 女性 沖縄市
しまくとぅばは沖縄の人にしか通じないと地域によっても言い回しが変わってくる。それに対し共通語では県外または外国の方にも通
じ誰とでもお話ができるからです

20代 女性 うるま市 わからない言葉があることと、周りにわかる人（同じ年くらいの人で）がいない。単語では使うが文章にしては使わない

30代 男性 那覇市 共通言語ではないので、ニュアンスを伝える場合に使うことはある。

30代 男性 那覇市 通じにくい自分の表現が正しい表現かどうかわからない粗暴な表現しか知らない

30代 男性 宜野湾市 周りに話す人がいない

30代 男性 糸満市 方言があまり理解できていないため

30代 男性 那覇市 親が子供の前ではしゃべらなかったから。

30代 男性 糸満市 相手が祖父母等のため、あまり使わない

30代 男性 那覇市 周囲が標準語で話すので、しまくとぅばを使う機会が少ない

30代 男性 名護市 仕事柄標準語が主になる。

30代 男性 伊江村 不自然な会話になる

30代 男性 うるま市 しまくとぅばの意味がわからない

30代 男性 南風原町 必要が無い

30代 男性 糸満市 会話くらいは理解しているが、話すことは出来ません

30代 男性 浦添市 近くに話す人少ない

30代 男性 浦添市 使う機会がないから

30代 男性 浦添市 しまくとぅばを話す人（相手）が身近にあまりいなくなった。知らないし、周りの人もあまり知らない使わない。

30代 女性 那覇市 周りが使わないため

30代 女性 南風原町 私が喋れないから

30代 女性 那覇市 仕事での状況や場面に応じているから

30代 女性 宮古島市 聞くことはできるけどあまり使わない。また使ってもわかる人が身近にいない

30代 女性 宜野湾市 周りに県外の人が多いから。ウチナーグチは、下品に感じるから。

30代 女性 浦添市 家族内では地元の方言で話してるから

30代 女性 嘉手納町 子供達がわからないから。逆に老人のしまくとぅばはあまりわからない

30代 女性 那覇市 自身もよくわからないし、しまくとうばで話しかけられることがあまりない

30代 女性 うるま市
相手にどのくらい通じるのかわからないので、ニュアンスや意味がこちらの意図と違うふうに伝わる可能性があるため、使わないように
している。

30代 女性 西原町 敬語などは分からない

30代 女性 那覇市 使う場面が少ない。私のしまくとぅばのボキャブラリーが少ない。おじーおばーがなくなってしまいもと減りました。（使うことが）
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「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

30代 女性 那覇市 分からないから、昔からの正しいしまくとぅばを知らない。

30代 女性 南城市 周りに使う人が少ない

30代 女性 沖縄市 知らない言葉が多いから、親しみ、使いこなせるレベルではないから

30代 女性 那覇市 同年代で使うことがないから

30代 女性 那覇市 知らない。イントネーションがむずかしい。外すとはずかしい。

30代 女性 宮古島市
親が方言を使ったらダメという時代に生きてた事、自分が生まれた場所と親の生まれ育った場所で方言がちがっていて、親が使わ
なかったのでちょっとした時にしか使わない。

30代 女性 豊見城市 日常生活で活用する場面がない（身についていない）から

30代 女性 那覇市 方言を使う人が周囲にいない為

30代 女性 うるま市 周りに使う人がいない

30代 女性 うるま市 おばあちゃんしか方言を使わないから。

30代 女性 西原町 おばあちゃん（父方）が内地の人で両親も家で方言使わないので

30代 女性 宜野湾市 人と話するときには使用法があまりわからないため

30代 女性 金武町 身近な人とはほとんど共通語で話ことが多いので、職場の利用者様に会話に少し話すくらい

40代 男性 那覇市 ナイチャーなので

40代 男性 那覇市 使う機会が少なく、使わなくても生活出来るため

40代 男性 宮古島市 習慣がない

40代 男性 糸満市 あまり言葉に出ない

40代 男性 浦添市
周りに使う環境がない。標準語の人が多い。話す相手がしまくとぅばを使っていても、こちらが意味を理解していれば、こちらが標準
語であっても会話が成り立つ。意味がわからない単語は、相手が教えてくれる。逆にそれが会話の幅が広がる。もしくは、しまくとぅば
を話せる相手が、標準語に合わせてくれる。使えなくてもやっていけてる。

40代 男性 豊見城市 聴き取る事は可能だが、話すのは難しいから

40代 男性 うるま市 知らないから。また聞く側も知らなかったらこまるから。

40代 男性 沖縄市 周りでも使う人がいないので、外では使う事がないです。

40代 男性 那覇市 少ししか使えないから。ていねいな言葉を使えないから。

40代 男性 うるま市 言葉が日常的に使わないので、方言の語意力がない。

40代 男性 宜野湾市 ちゃんとした方言。しまくとぅばをあまり知らない為、目上の方に失礼がない言葉であれば使いたい

40代 男性 本部町 聞いていて理解は出来るが話す機会（相手）がない。

40代 男性 うるま市 世代的にあまり使う人がいない

40代 男性 浦添市 仕事上、県外の人と話すのが多いため

40代 男性 名護市 すぐに言葉が出てこないから

40代 男性 南城市 仕事では使わない。使いまれていない。

40代 男性 読谷村 自然には言葉として出てこないから

40代 男性 豊見城市 単語を知っている程度でうまく話せないので

40代 男性 那覇市 余りなじみがないので

40代 男性 那覇市 日常から使っている言葉ではないので無意識には出ない

40代 男性 那覇市 不慣れ、無理して使っていると思われたくない。

40代 男性 うるま市 接客業なので、しまくとぅばは失礼になる

40代 男性 豊見城市 ある程度きけても話すのは難しいから

40代 男性 浦添市 職場や友人（周囲）が使わないから必然的に合わせて共通語を使っている

40代 男性 八重瀬町 会社では敬語が常用語のため

40代 女性 那覇市 これまで使用したことがない為
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「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

40代 女性 沖縄市 習ってないから

40代 女性 沖縄市 方言を聞くことはできても、使い慣れていないので変な抑揚になる職場では県外出身者も多いため意味が通じない

40代 女性 那覇市 祖父祖母も私には共通語で話しており、しまくとぅばの知識がほぼないので

40代 女性 名護市 祖父や祖母と話す以外はしまくとぅばを使う機会がない

40代 女性 糸満市 職場では年配がいない、

40代 女性 豊見城市 親しみがあまりないので、

40代 女性 北中城村 相手がわかるか微妙

40代 女性 うるま市 聞くことはできますが話す事が出来ないから

40代 女性 宜野湾市 聞きとる事はある程度理解できるのですが、いざ使うとなるとムズかしい。単語でなるべく使う様にしています。

40代 女性 宮古島市 習慣になっていない

40代 女性 那覇市 高齢者と接する時のみ使用。普段の生活では、あまり使わない（母、７４歳も含め）

40代 女性 豊見城市 しまくとぅばを聞けはするが使わない

40代 女性 宮古島市 一度、使った時に年配の方に発音が違うと言われた為使わなくなった

40代 女性 那覇市 相手に失礼な気がする

40代 女性 糸満市 わかる言葉は使うが、わからない言葉の方が多いから

40代 女性 うるま市 小さい頃から自分自身が使わない

40代 女性 那覇市 祖父母の方言を聞き取る事はできますが、使う事はできません。

40代 女性 那覇市
まず間違えたらキツくしゃべれもしないくせに使うなとか、年配が話すのは許されても私が話すと白い目で見られ言われるし、方言大
切にしたいがバカにされる。（ナイチャーがバカにする）昔の方言札の習慣が色濃く残っている。

40代 女性 うるま市 以前の職場が本土の業者で、あまり使う機会が無かったので（逆に注意されることがあった。意味がつうじないとの事で）

40代 女性 読谷村 あまり上手に使えないので、上手になったら使いたいです。

40代 女性 うるま市 話の中に単語程度しか使ったことがなく、文章としては話しきれない。

40代 女性 沖縄市 親があまり使わないから。

40代 女性 宮古島市 本当の「しまくとぅば」と合わないから

40代 女性 糸満市 正しいしまくとぅばがわからない

40代 女性 沖縄市
時々使うことはあるが祖母や親からの話を子供たちに伝えたりするなどの際に使う程度である（やーなれーるふなれー、ぬるどぅたか
ら等）

50代 男性 那覇市 同年代の那覇育ちは、訛りはあっても、しまくぅとぅばは使わないと言うより、使えません。

50代 男性 那覇市
祖父母が生きてた頃はしま言葉で話を聞くことが多く簡単な話しはできたが、今は正確な使い方がわからないことや若い人はしま
言葉がわからない人が多いため、あまり使わなくなってきた。

50代 男性 西原町 聞くことは出来るが、しゃべる事があまりできないから。

50代 男性 南城市 使う相手がいない。目上の方に使うとあっているのか分からず使いづらい。

50代 男性 糸満市 年寄りとの会話の機会が少ないから

50代 男性 那覇市 県外の生活が長いので。島ないちゃーと変わらないレベルです。

50代 男性 那覇市 方言の敬語が使えないと目上の方に失礼に当たる為

50代 男性 浦添市 使わない生活をしてきたから

50代 男性 那覇市 今の時代では方言は必要ですか。方言は私たちに今から役にたつのでしょうか。将来に考えましょう。

50代 男性 宜野湾市 使う相手がいない。聞けるが使えない。

50代 男性 西原町 近くに祖父母がいないため

50代 男性 浦添市 習慣的になっているため

50代 男性 那覇市 友人、家族くらいにしか使わない。

50代 男性 南風原町 自分自身が上手く話す事ができない為
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「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

50代 男性 西原町 相手が使わない。年配の方へは使う

50代 男性 那覇市 丁寧語などが分からないのであまり使われない。

50代 男性 豊見城市 人に話すほどには詳しくないとおもっているから。

50代 男性 那覇市 子供の時親に使わないようにと

50代 女性 北中城村 使う人が身近にいない

50代 女性 那覇市 親からの教育もあり、方言をあまり使わないよう（知らないよう）育ったから。

50代 女性 宜野湾市 島言葉を使うお年寄りが周りにいない

50代 女性 那覇市 聞く分にはなんとなく理解できるが、話す事はできない。また、周りに方言を使う人がほぼいないため。

50代 女性 那覇市
しまことばで会話する人がいない。実家や高齢の親戚の家でしか使わない。会社でも雑談でさえしまことばを聞くことがない。完全
に非公式プライベートな言語として認識されている。他府県の上司に意味不明な沖縄語を公式な場で使用するな！と言われた
ことがある。

50代 女性 那覇市 挨拶程度しか出来ないから

50代 女性 うるま市 小さい頃から使い慣れてないのでうまく話せない。

50代 女性 沖縄市 生活の中で必要性がないです。

50代 女性 北谷町
田舎に生まれて小さい時から方言ばかり使っていたが学校の指導で共通語に、高校は本島。生活が大変。全く方言を使う機会
がなくなり自然と使い方も忘れてきた昨今。

50代 女性 南城市 年若い人と話す時や仕事の場では、あまり使えないから

50代 女性 宜野湾市 目上の人に失礼になったら悪いので使用していない

50代 女性 那覇市 敬語等使い方を知らない

50代 女性 沖縄市 幼い頃からほとんど使ってなかった。

50代 女性 那覇市 聞く事はわかるけど、話せない

50代 女性 読谷村 仕事では、若い子が多いのであんまり使わない

50代 女性 那覇市 おばーの綺麗な方言を聞いて育っているので、恥ずかしくて話せない

50代 女性 糸満市 うまく使いこなせない。聞くことは出来ます。

50代 女性 沖縄市 しまくとぅばを知らない人がいると思うから。

50代 女性 那覇市 きつい感じがするのであまり使わない

50代 女性 名護市 伝わらないから

50代 女性 浦添市 義両親と暮らしていますが、聞くことは多少できますが、話すことは難しいです。

50代 女性 宜野湾市 方言を使って話すと、感情的で口が悪いという印象を周りに与えるから。

60代 男性 八重瀬町 自分の言葉になっていないので、スラスラ出てこないから。

60代 男性 うるま市 使う場合が無い。妻にスポーツ等のシーンで面白可笑しく言う時に使う。

60代 男性 南風原町 学生の頃からあまり使わない生活をしてきた

60代 男性 宜野湾市 老人と話す機会がありません

60代 男性 宜野湾市 敬語の使い方がよくわからない。

60代 男性 北谷町 話す相手がしまくとぅばを知らない人が多い

60代 男性 豊見城市 話し相手に通じるかわからないから

60代 男性 浦添市 他の人がしまくとぅばを使わないから

60代 男性 宜野湾市 周囲に使う人が居ないし、小さい頃から標準語の世界で生活している

60代 男性 那覇市 生活する上で使う機会がなかった。丁寧な方言の言い回しができなく注意を受けた事もあり。

60代 男性 豊見城市 使うシーンがあまりない。

60代 男性 浦添市 幼少期より使っていない為

60代 男性 浦添市 沖縄本島では全ての地域で島くとぅばが違う
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

60代 男性 那覇市 親しみもあるし、ある程度分かると言っても発信する時はあまり使えない。

60代 男性 那覇市 まちがった方言またはしまくとぅば使方すると相手に失礼になる。

60代 男性 北中城村 しまくとぅばに自信がない

60代 男性 糸満市 日常的に会話できる人がそばにいない

60代 男性 宮古島市 自分の身の回りで使用する機会が少ない

60代 男性 浦添市
私の時代（中学1年名護中）は島ことばを話すと先生が黒板の前、正座をさせみんなのわらいものにされた時代です（小学ま
で島言葉を話していた）

60代 男性 宜野湾市 小学校時代方言を使用しないようにされて方言札などもあり。祖父い祖母との会話も方言は使用しなかった

60代 女性 那覇市
相手が理解できる方とは少し混えて話すこともあるが、今，話す機会のある相手はほとんどしまくとぅばを理解できる方はいないのが
現状だから。

60代 女性 那覇市
近所の方々は、八重山、宮古、小禄、国頭と出身が違うので、しまくとぅばも又違うのでコミュニケーションは、あえて共通語を使う
ようにしている

60代 女性 浦添市 家族、職場は皆使っていないので私も使っていません

60代 女性 与那原町
両親同士は島言葉を使っていた（祖父母も）ので、聞き取る事には問題ありませんが、両親も子供には標準語で話してたので
喋ることはあまり上手にできないです。さらに結婚相手が県外の人の為、私の子供たちは回りの子よりさらに島言葉の理解ができま
せん。

60代 女性 うるま市 子供時代はまわりの大人達がしまくとぅばを使っていたが、友達とはつかうことはなく、大人になった今は先輩が使うことにかえすぐらい。

60代 女性 宮古島市 しまくとぅばが通じない人との会話が多い。兄弟とはよく使う。

60代 女性 豊見城市 共通語を主に使い、驚いた時や不意の場面で方言が出てしまう。孫に聞かれたら方言の意味を教えている。

60代 女性 那覇市 しまくとぅばを話す人（相手）が身近にあまりいなくなった

60代 女性 宮古島市 親とは使うが子供や周囲で話す人が少ない

60代 女性 那覇市 学校で方言は禁止だったので、しゃべる機会がなくなった。共通語では言い表せないニュアンスだけ使う

60代 女性 豊見城市 しまくとぅばは大好きです。でも孫たちは意味がわからず子供たちもきくことはできるが、使わないため

60代 女性 うるま市 祖父母、両親、日常会話になかったので、多少は聴けても話せません

70歳以上 男性 那覇市 子供の頃学校教育で使わないように教育されたことと、失礼な使い方をすると親に厳しく叱られたことが原因である

70歳以上 男性 うるま市 高齢者を敬うと言ったイメージが強く周囲の状況を踏まえて使い分けているため、あまり使わない。

70歳以上 男性 宮古島市 仕事柄、子ども達ともかかわらないので

70歳以上 男性 西原町 主に共通語を周囲が使うので自然と共通語で会話する

70歳以上 男性 那覇市 自信がない

70歳以上 男性 南風原町 家庭環境で小さい時からあまり話さなかった。成人になってからは東京で仕事していたため。

70歳以上 男性 浦添市 仕事では、全く使わないが、家庭では少し使用する。よって、平均し、あまり使わない

70歳以上 男性 南風原町 以前は老人ホームに勤めていたので使用していたが、今はお年寄りとのつきあいがないのであまり使わない

70歳以上 男性 沖縄市 両親が他府県出身

70歳以上 男性 宮古島市 家族にしまくとぅばが知らない

70歳以上 男性 那覇市 普段使う機会がないし、都会生活（東京での）が長かったので標準語をよく話す。

70歳以上 男性 浦添市 話し相手にあまり理解してもらえないため

70歳以上 男性 那覇市 話す機会がない。話すと模合の時くらい

70歳以上 女性 石垣市 母が県外の方で小さい時から「しまくとぅば」を聞いたり使う機会が少なかった。

70歳以上 女性 浦添市 祖父母、父母が居ない

70歳以上 女性 那覇市 使っても分かってもらえない

70歳以上 女性 八重瀬町 相手が使わないので

70歳以上 女性 浦添市
親、兄、姉が健在の頃は主に方言の会話でした。それに、しまくとぅばを使っていた先輩方も亡くなり、たまに夫と単語程度の会話
はしています。（夫は、友達どうしの会話はほとんど方言です）

70歳以上 女性 那覇市 使う場面と方言を使わずに会話ができるのでしいて使わない

70歳以上 女性 宜野湾市
私たち世代は小学校の標準語施行で方言が使用禁止されていた。家庭内では全く方言は使わなかった。（母親が大阪育ちの
ためか。生まれは沖縄です）
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

70歳以上 女性 南風原町 しまくとぅばは聞くことが出来ても、発せられない。

70歳以上 女性 石垣市 80代の人に「しまくとぅば」と「共通語」。自分より若い人がほとんどで使わない

70歳以上 女性 うるま市 年寄りの方と接する機会が少ない

70歳以上 女性 沖縄市 相手がしまくとぅばをまりつかわない話相手が孫のため日常使う会話でしまくとぅばではこう言うのよと教える程度。

70歳以上 女性 本部町 聞くことはできるが、しゃべることが苦手。とまどいがある。「共通語施行」にとらわれていたせいか。

70歳以上 女性 中城村 共通語を使いましょうという時代の中で生きてきましたから。

70歳以上 女性 那覇市
学校で方言が禁止されており、方言を使わない努力をしていたと思います。家庭では祖母もおり、ほとんど方言でした。高校生から
はつとめて共通語が主流です。田舎っぽい感じがイヤだと思った。

70歳以上 女性 宮古島市 「しまくとぅば」を遣う習慣がない。聞くことはできるが、しゃべることはあまりできない

70歳以上 女性 那覇市 自然に又は上手に話せないので相手に対して失礼になったらいけないので

70歳以上 女性 那覇市 幼児から使ってこなかったので、使いきれないです。

70歳以上 女性 うるま市
小学生の時、学校で家庭でも「標準語を使いましょう」と教えられてからは、両親も標準語を使うようになり、まったく使わなくなった
ため、なんだか気はずかしくて方言は使えるのですが使っていません
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」の使用頻度

■まったく使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

10代 男性 那覇市 聞くことはできるが話せないから

10代 男性 豊見城市 わからないから。

10代 男性 うるま市 親が県外から引っ越してきたためしまくとぅばを聴く環境がないから

10代 男性 糸満市 覚えてないから

10代 女性 名護市 使う人が周りにいないから

10代 女性 那覇市 普段から使用しないため

20代 男性 那覇市 知らない、周りも使わないから使う環境にない

20代 男性 中城村 そもそも知らない。このアンケートで初めて知った。

20代 男性 那覇市 言葉がわからない

20代 男性 那覇市 全くわからないので

20代 男性 南風原町 周りに使う人がいない

20代 男性 宮古島市 標準語で事たりているから

20代 男性 うるま市 周りの大人があまり使用しない為覚えない

20代 男性 沖縄市 まわりに使う人がいないので聞きとれないし話せない

20代 女性 名護市 県外出身である人間が容易に使っていい言葉では無い気がするから。上手く使えない。

20代 女性 その他 意図的に使わないのではなく、使えないため

20代 女性 北谷町 日常会話で使うワードをわからないため

20代 女性 北谷町 しまくとぅばをあまり知らない。周りに使う人がいないため

20代 女性 沖縄市 両親もしまくとぅばを使っていないから

20代 女性 那覇市 話し方が分からない。高齢者（自分のおじぃ、おばあ含めて）が、話す言葉が理解できず、共通語を話してもらっている。

20代 女性 うるま市 話せない、使う相手もいない

20代 女性 浦添市 しまくとぅばが話せないため

30代 男性 那覇市 使う環境で育っておらず。周りも標準語を使用するため。

30代 男性 那覇市 喋らなきゃいけない環境にいない

30代 男性 那覇市 生活の上で必要がない。使えるほどわからない。

30代 女性 那覇市 使わなければならない場面（しまくとぅば以外では通じない場面）がないので。

30代 女性 宜野湾市 分からないし、相手に通じなかったら意味がないので、標準語で話す。

30代 女性 那覇市 言葉がわからない。親も使わない。高齢の親族も、分からないと知ってるので、方言で話してこない。

30代 女性 南風原町 丁寧なイメージではない馴れ馴れしい相手がくみ取れるか分からない

30代 女性 宜野湾市 幼い頃から使用した事がないため

30代 女性 豊見城市 周りに使う人が少ないので分からない

30代 女性 沖縄市 意味が合っているのか考えてしまうから。

30代 女性 八重瀬町 恥ずかしい為

30代 女性 南風原町 分からないし、話しをする人も身近にいない。

30代 女性 豊見城市
祖父母も両親も私と話す時は使わなかったからあまり馴染みはない。周りにしま言葉を話す人が結構いたので、聞いていて何となく
言いたい内容は伝わってくるけど、あんまり品が無く聞こえるので自分はしま言葉は使いたくない。意識して使わない。

30代 女性 沖縄市 子どもの頃から周りで使っている人がいなかった。

30代 女性 那覇市 言葉遣いがきれいに聞こえないし、相手にもあまりいい印象を与えないと考えているから。

30代 女性 那覇市 田舎の感じがする。ヤンキーのようなイメージがある。

30代 女性 うるま市 成人してから使う機会がほとんどなくなった。あまり教えてもらえなかった。（知識がないので使い手くても使いきれない）

30代 女性 那覇市 間違った言葉を行ってしまったら恥をかくし失礼になるので使わない

40代 男性 那覇市 職場の周りで使う方がいない、また知人、友人もあまり使わない。(昔ながらの方言ではなく今時の方言のみ)

40代 男性 石垣市 まわりの人も使わない、自分もうまく話せないから。

40代 男性 那覇市 周りに使用者がおらず、使えない。

40代 男性 与那原町 理解できないため

40代 男性 豊見城市 わからないし、使うと恥ずかしいから

40代 女性 宜野湾市 カッコ悪いから

40代 女性 宜野湾市 照れくさい
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

40代 女性 宜野湾市
親から方言でしゃべらなかったからわからない。おしえてもらっていない。親が昔、方言札というのがあり、方言が良くないといわれてい
たらしい

40代 女性 浦添市 使わないと言うよりは、使えない。聞いてニュアンス的に理解できる程度。

40代 女性 那覇市
母親が話をする時、ほとんど方言で話をする人だったが、父親や母親から方言にも目上の人に対しての話し方と友達や近い方に
対しての言葉の使いわけがある。しっかり使い分けしないと逆に失礼になってしまう場合も有ると聞き、そこまで使いわけ出来る自信
がないので、話はしないが、聞きとれる

40代 女性 浦添市 わからないから。まわりにも通じないこともあるから、ちゃんと伝わるように標準語を使うようにしてる。

40代 女性 那覇市 知ってるしまくとぅばが少ない

40代 女性 南風原町 聞きとれるが、使うほ程ではない。

40代 女性 宜野湾市 周りに方言を使う人がいない

40代 女性 沖縄市 特に困らないので使わない。意識して使ったことはない。

40代 女性 宜野湾市 しまくとぅばで話す機会がないから

40代 女性 石垣市 小さいころからあまり使わなかったから

50代 男性 那覇市 幼い頃から、周りに話す方がいなかった、話せない

50代 男性 うるま市 別に必要性を感じないので。

50代 男性 那覇市 身近に喋る人がいないため、聴く機会もなく、自然と喋らなくなっている

50代 男性 豊見城市 仕事の会話や家族の会話では方言は話さない

50代 男性 那覇市 周りの人たちのコミュニケーションは標準語で十分だから

50代 男性 浦添市 身近にしまくとぅばを話す人がいない

50代 男性 豊見城市 話す機会がない

50代 女性 那覇市 周りのひとが標準語ではなすので方言で話すことに抵抗がある

50代 女性 那覇市 周りの人がつかわないから

50代 女性 中城村 県外出身であるし、まわりに使う人がいない

50代 女性 名護市 聞いて理解はできるが、センテンスレベルでは話せないから。

50代 女性 糸満市 共通語で通じる。しまくとぅばが使えないから。

50代 女性 読谷村 小さい頃より使いなれていない

50代 女性 うるま市 聞く事はなんとなく分かるけど話すことが上手くできない

50代 女性 宮古島市 方言の発音（アクセント）が、今一分からない。

50代 女性 豊見城市 しまくとぅばを話す人が身近にいないので、また、自分も話せないから

50代 女性 沖縄市 小学生の時、学校で方言禁止令があり、使わなくなり、イメージも悪くなった。聞き取れるけど、話せなくなった。

50代 女性 西原町 小さいころから島くとぅばに触れる機会がなかったので使えない。

50代 女性 浦添市 聴くことはできますが話すことはできないので

50代 女性 南風原町 使いかたがわからない方言をあまり知らない

50代 女性 浦添市 周りで使っている人も少ないため

50代 女性 うるま市 使う環境がない。話す相手がいれば話すことはできる

60代 男性 本部町 標準語で十分

60代 男性 沖縄市 聞いて意味を理解することはできるが、自分ではほとんど話せない

60代 男性 宮古島市 意味がわからない

60代 男性 浦添市 聞くのは大丈夫だが、話すのが大変

60代 男性 那覇市 話せない子供のころから話す環境でなかった

60代 男性 浦添市 知らないから、間違えると笑われるから

60代 男性 那覇市 小さい時から使っていない。不良しか使ってなかったから、不良のイメージしかない
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令和2年度 しまくとぅば県民意識調査 報告書

「しまくとぅば」の使用頻度

■あまり使わない
※同一属性による同類回答は省略

年代 性別 居住地 「あまり使わない」「まったく使わない」と回答した理由

60代 女性 宜野湾市 聞くことはできるけど、話せないから。

60代 女性 南風原町 意味を理解し、ある程度聞くことはできるが、使ってきていないので話すことは難しい

60代 女性 那覇市 使う環境にない為

60代 女性 那覇市 聞くことはできますが、話すことは上手ではないので。

60代 女性 那覇市
5才くらいまで方言を使う環境だったが、その後、家庭内でも標準語しか使用しなくなり、大人の丁寧な方言の言葉使いがわから
ず、失礼になってはいけないので全く使わない

60代 女性 宮古島市 話してこなかった（使ってこなかった）為、使わない

60代 女性 那覇市 子供の頃からしまくとぅばで話す環境ではなかった為

60代 女性 糸満市
ほとんど周りの方、方々が使われないので。又、最近、後期高齢者の方でさえ、方言をあまり使わないと思います。若い方には全く
通じない

60代 女性 宜野湾市 年齢からして、学校で方言を使うと罰せられたので使わなくなってしまった。

60代 女性 豊見城市 聞くことはわかるけど、使う事ができない。小さい頃より、使う環境ではなかったので。

60代 女性 豊見城市 父母が子に対して、標準語の会話が多かった為。

60代 女性 南風原町 話せないし、多分、相手も「しまくとぅば」を理解できないと思うから。

60代 女性 沖縄市 日頃の生活での会話がしまくとぅばではない。正しい使い方（いいまわし）が分からない。

60代 女性 うるま市 小学校の時方言札があって、使うことを禁止されたため。スムーズにでないから

60代 女性 那覇市 話せない（スキルがない）相手もしまくとぅばを話せないから会話が成立しない

70歳以上 男性 那覇市 周りに話す相手がいない、話す環境にない

70歳以上 男性 南城市 言葉が未だに意味がよくわからない

70歳以上 男性 那覇市 使えるが使いたくない。昔、本土で差別を受けていたため。

70歳以上 男性 那覇市 中学生以来にまわりに使う友人がいなかった。

70歳以上 男性 北谷町 しまくとぅばを話せないし又、理解できない

70歳以上 男性 那覇市 祖父母がいた頃は少し使っていたが、現在は回りに「しまくとぅば」を使う人がいない。

70歳以上 男性 那覇市 前後のことばで聞く事は出来るが、話す事は出来ない

70歳以上 男性 那覇市 しまくとぅばの環境で育っていないので、身についていない

70歳以上 男性 宜野湾市 方言札の時代に小学生であったので、方言は聞いて理解できるが話すほどは知らない。

70歳以上 男性 西原町 70歳以上と話す機会がほぼない

70歳以上 男性 北谷町 存在をしらない

70歳以上 女性 北谷町 全く教えてもらえる機会がなかつた。小学校から定年までずっと大阪で育ったので。両親共一切島言葉を話さなかった。

70歳以上 女性 那覇市 しまくとぅばを使う機会がない。

70歳以上 女性 八重瀬町 私達の時代は方言禁止で大東で育ったため、内地の人が多く、共通語でした。若いころ大阪にいたため。

70歳以上 女性 本部町 那覇や内地に長くいて子供たちはしまくとぅばはつかえない

70歳以上 女性 うるま市 子供達は成長しているので小さい時に教えておけば良かったと強く思います。

70歳以上 女性 那覇市 普段からしまくとぅばで話しをする事がないからです

70歳以上 女性 宜野湾市 家族の中に使う人がいないので

70歳以上 女性 南城市 お年寄が近くにいないし、必要性を感じないので

70歳以上 女性 中城村 言葉を使う人との接触が無い。たまたま聞いても、聞き返したり、意味を推しはかっている

70歳以上 女性 北谷町 付き合う友達とか隣人の人たちは皆さん若い方ばかりだからです。

70歳以上 女性 沖縄市 近くに方言をわかる人がいない（宮古）沖縄の方言はある程度聴けるが話すことはできない

‐43-


